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Elementary school is important as the local community in a small village . Elementary school will be 
opened in the area by three points "gymnasium"  "local hangout" "classroom unit to capture the place". 
"Gymnasium" The residents of the village to use a place of movement, use of the elementary school as a 
place of festivity. To support it, the public "hangout area" exists as a lounge. While the region's people 
watching, students find my place in the "classroom unit to capture a location". This three-point established, 
elementary school will be the core of the village.  
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1.  はじめに 
人口の少ない地域における数少ない公共の施設、
そして地域住民が集まる場として着目されるのが小
学校である。地域ぐるみの利用の在り方を考えた場
合、小学校は地域との接し方が問題となる。その為
には空間単体の良さだけではなく、その配列によっ
て価値を生み出す。結果、地域開放を空き教室の利
用率を上げる事を目的とするのではなく、小学校の
居心地の良い場所を地域と共有する事が可能となる。 
本計画では新東名高速道路による人口増加から村の
中心が変わった静岡市足久保を敷地として「村の核
となる小学校」を提示する。 
 
2. 設計・研究要旨 
地域に開放された小学校の場の要素として「集う
場としての体育館」「地域のたまり場」「多様な生
徒の居場所」の三点を挙げる。 
 
（１）「集う場」 
 小学生、地域住民が共に利用し集う事の可能な場
として体育館が挙げられる。体育館は体育授業を行
う場としてだけではなく、地域開放、学校における
儀式の場などの運動以外の用途の場としても使用さ
れる。そしてそれらの用途の可能性を増やすのは、 
体育館という巨大なボリュームから必然的に発生す
る周囲をどうデザインに活かすかによって決まる。
そして周囲の空間同士は体育館のボリュームによっ
て適度な距離感が生まれる。これにより体育館は対
立する物同士を置くことが可能な干渉空間にもなり
得る。 
 事例研究 
  ◇W.D リチャーズ小学校/1965/エドワード・ララ
ビー・バーンズ 
 
（２）「地域のたまり場」 
 小学校の地域開放を行う上で地域住民に対する小学
校の振舞いとして気軽に立ち寄れる地域ラウンジの必
要性が挙げられる。それは小学校の顔としての存在で
あるとともに、動線を誘導させ地域と小学校を分ける
意味を持たなければならない。 
 事例研究 
  ◇早川町立早川北小学校/2001/湯澤正信 
 
（３）「多様な生徒の居場所」 
 生徒の居場所としての教室は住宅の居間と同じく
様々な目的で利用されるため、スタンダードな８ｍ×
８ｍの空間を壁で構成する場合が多い。ただし、クラ
スごと１つ教室を壁で構成してしまうと生徒の増減に
対応しにくい。そのため、２クラス分の教室とワーク
スペースをまとめた１８ｍ×１８ｍを基本のユニット
とした。さらにワークスペース部分は均質ではなく、
地形に応じて変化させる事で生徒が自分の居場所を見
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つけられるような空間とした。 
事例研究 
◇七沢希望の丘初等学校/2009/中村勉 
 
これらの場の要素を集う場である体育館を軸に構成す
ることで、小学校は村の核となる。 
 
 
図‐１ 地域と小学校のための干渉空間 
 
図‐２ 干渉空間としての体育館 
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